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Snapshotイメージの管理

Snapshotイメージ設定の表示

各Snapshotイメージに割り当てられているプロパティ、ステータス、リザーブ容量、お
よび関連オブジェクトを表示できます。

タスクの内容

Snapshotイメージの関連オブジェクトには、このSnapshotイメージがリストアポイントであるベースボリュ
ームまたはSnapshot整合性グループ、関連するSnapshotグループ、およびSnapshotイメージから作成され
たSnapshotボリュームが含まれます。Snapshotの設定を使用して、Snapshotイメージをコピーするか変換す
るかを決定します。

手順

1. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

2. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

3. 表示するSnapshotイメージを選択し、* View Settings *をクリックします。

スナップショットイメージ設定ダイアログボックスが表示されます。

4. Snapshotイメージの設定を確認します。

ベースボリュームのSnapshotイメージのロールバックの開始

ロールバック処理を実行して、Snapshotイメージに保存されている内容と一致するよう
にベースボリュームの内容を変更できます。

ロールバック処理では、ベースボリュームに関連付けられているSnapshotイメージの内容は変更されませ
ん。

開始する前に

• ロールバック処理を開始するための十分なリザーブ容量があります。

• 選択したSnapshotイメージとボリュームがどちらも最適な状態である必要があります。

• 選択したボリュームですでに実行中のロールバック処理がないことを確認します。

タスクの内容

ロールバックの開始手順では、ベースボリュームのSnapshotイメージに対してロールバックを開始すると同
時に、ストレージ容量を追加することもできます。1つのベースボリュームに対して複数のロールバック処理
を同時に開始することはできません。

ホストはロールバックされた新しいベースボリュームにすぐにアクセスできますが、ロールバ
ックの開始後は既存のベースボリュームに読み取り/書き込みアクセスできません。リカバリ用
にロールバック前のベースボリュームを保持するには、ロールバックを開始する直前にベース
ボリュームのSnapshotを作成します。

手順
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1. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

2. 「* Snapshot Images *」タブを選択します。

3. Snapshotイメージを選択し、メニューからロールバック[開始]を選択します。

ロールバックの開始の確認ダイアログボックスが表示されます。

4. *オプション：*必要に応じて、*容量を増やす*オプションを選択します。

リザーブ容量の拡張ダイアログボックスが表示されます。

a. スピンボックスを使用して容量の割合を調整します。

選択したストレージオブジェクトを含むプールまたはボリュームグループに空き容量がなく、ストレ
ージアレイに未割り当て容量がある場合は、容量を追加できます。新しいプールまたはボリュームグ
ループを作成し、そのプールまたはボリュームグループの新しい空き容量を使用してこの処理を再試
行できます。

b. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

5. この処理を実行することを確認し、*ロールバック*をクリックします。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• 選択したSnapshotイメージに保存された内容を使用してボリュームをリストアします。

• ホストからロールバックされたボリュームにすぐにアクセスできるようにします。ロールバック処理が完
了するまで待つ必要はありません。

終了後

ロールバック処理の進捗状況を表示するには、MENU（ホーム）：[View Operations in Progress]（進行中の
処理の表示）を選択します。

ロールバック処理が失敗すると、処理は一時停止します。一時停止した処理を再開できます。それでも失敗す
る場合は、Recovery Guruの手順に従って問題を解決するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

Snapshot整合性グループメンバーボリュームのSnapshotイメ
ージのロールバックの開始

ロールバック処理を実行して、Snapshotイメージに保存されている内容と一致するよう
にSnapshot整合性グループメンバーボリュームの内容を変更することができます。

ロールバック処理では、Snapshot整合性グループに関連付けられているSnapshotイメージの内容は変更され
ません。

開始する前に

• ロールバック処理を開始するための十分なリザーブ容量があります。

• 選択したSnapshotイメージとボリュームがどちらも最適な状態である必要があります。

• 選択したボリュームですでに実行中のロールバック処理がないことを確認します。
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タスクの内容

ロールバックの開始手順によって、Snapshot整合性グループのSnapshotイメージに対してロールバックが開
始されます。このとき、ストレージ容量を追加することもできます。Snapshot整合性グループに対して複数
のロールバック処理を同時に開始することはできません。

ホストはロールバックされた新しいボリュームにすぐにアクセスできますが、ロールバックの
開始後は既存のメンバーボリュームに読み取り/書き込みアクセスできなくなります。リカバリ
用にロールバック前のベースボリュームを保持するには、ロールバックを開始する直前にメン
バーボリュームのSnapshotイメージを作成します。

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージのロールバックを開始するプロセスは複数の手順で構成されま
す。

手順1：メンバーを選択します

ロールバックするメンバーボリュームを選択する必要があります。

手順

1. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

2. 「* Snapshot Images *」タブを選択します。

3. Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択し、メニュー：ロールバック[開始]を選択します。

ロールバックの開始ダイアログボックスが表示されます。

4. 1つ以上のメンバーボリュームを選択します。

5. 「次へ」をクリックして、次のいずれかの操作を行います。

◦ 選択したいずれかのメンバーボリュームが、Snapshotイメージを格納する複数のリザーブ容量オブジ
ェクトに関連付けられている場合は、Review Capacity（容量の確認）ダイアログボックスが表示され
ます。にアクセスします。

◦ 選択したメンバーボリュームのいずれも、Snapshotイメージを格納する複数のリザーブ容量オブジェ
クトに関連付けられていない場合は、優先度の編集ダイアログボックスが表示されます。にアクセス
します。

手順2：容量を確認する

複数のリザーブ容量オブジェクト（Snapshotグループやリザーブ容量ボリュームなど）に関連付けられてい
るメンバーボリュームを選択した場合は、ロールバックされたボリュームのリザーブ容量を確認して拡張でき
ます。

手順

1. 予約済み容量が非常に少ない（またはゼロの）メンバーボリュームの横にある* Edit *列で*容量の増加*リ
ンクをクリックします。

リザーブ容量の拡張ダイアログボックスが表示されます。

2. スピンボックスを使用して容量の割合を調整し、*増加*をクリックします。

選択したストレージオブジェクトを含むプールまたはボリュームグループに空き容量がなく、ストレージ
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アレイに未割り当て容量がある場合は、容量を追加できます。新しいプールまたはボリュームグループを
作成し、そのプールまたはボリュームグループの新しい空き容量を使用してこの処理を再試行できます。

3. [次へ]*をクリックし、に進みます[手順3：優先度を編集する]。

[優先度の編集]ダイアログボックスが表示されます。

手順3：優先度を編集する

必要に応じて、ロールバック処理の優先度を編集できます。

タスクの内容

ロールバックの優先度によって、システムパフォーマンスを犠牲にしてロールバック処理専用に使用するシス
テムリソースの数が決まります。

手順

1. スライダを使用して、ロールバックの優先度を必要に応じて調整します。

2. この操作を実行することを確認し、[完了]をクリックします。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• 選択したSnapshotイメージに保存されている内容を使用してSnapshot整合性グループのメンバーボリュ
ームをリストアします。

• ホストからロールバックされたボリュームにすぐにアクセスできるようにします。ロールバック処理が完
了するまで待つ必要はありません。

終了後

ロールバック処理の進捗状況を表示するには、MENU（ホーム）：[View Operations in Progress]（進行中の
処理の表示）を選択します。

ロールバック処理が失敗すると、処理は一時停止します。一時停止した処理を再開できます。それでも失敗す
る場合は、Recovery Guruの手順に従って問題を解決するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

Snapshotイメージのロールバックの再開

Snapshotイメージのロールバック処理中にエラーが発生した場合は、処理が自動的に一
時停止します。一時停止状態のロールバック処理を再開することができます。

手順

1. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

2. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

3. 一時停止中のロールバックを強調表示し、メニューからロールバック[再開]を選択します。

処理が再開されます。

結果
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System Managerは次の処理を実行します。

• ロールバック処理が正常に再開された場合は、Operations in Progressウィンドウでロールバック処理の進
捗状況を確認できます。

• ロールバック処理が失敗すると、処理は再び一時停止します。Recovery Guruの手順に従って問題を修正
するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

Snapshotイメージのロールバックのキャンセル

進行中のアクティブなロールバック（データのアクティブなコピー）、保留中のロール
バック（リソースの開始を待機している保留キュー内）、またはエラーによって一時停
止されたロールバックをキャンセルできます。

タスクの内容

実行中のロールバック処理をキャンセルすると、ベースボリュームは使用できない状態に戻り、「失敗」と表
示されます。したがって、ベースボリュームの内容をリストアするためのリカバリオプションがある場合にの
みロールバック処理をキャンセルすることを検討してください。

Snapshotグループに含まれている1つ以上のSnapshotイメージが自動的にパージされた場合
は、ロールバック処理に使用されるSnapshotイメージを今後のロールバックで使用できなくな
る可能性があります。

手順

1. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

2. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

3. アクティブまたは一時停止中のロールバックを選択し、メニューからロールバック[キャンセル]を選択し
ます。

[ロールバックのキャンセルの確認]ダイアログボックスが表示されます。

4. 「 * はい * 」をクリックして確定します。

結果

System Managerがロールバック処理を停止します。ベースボリュームは使用可能ですが、データに整合性が
ないか完全でない可能性があります。

終了後

ロールバック処理をキャンセルしたら、次のいずれかの操作を実行する必要があります。

• ベースボリュームの内容を再初期化します。

• 新しいロールバック処理を実行して、ロールバックのキャンセル処理と同じSnapshotイメージまたは別
のSnapshotイメージを使用してベースボリュームをリストアします。

Snapshotイメージの削除

Snapshotイメージの削除は、SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループから最
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も古いSnapshotイメージをクリーンアップする場合に行います。

タスクの内容

Snapshotイメージは1つだけ削除することも、作成時のタイムスタンプが同じSnapshotイメージをSnapshot

整合性グループから削除することもできます。SnapshotグループからSnapshotイメージを削除することもで
きます。

関連付けられているベースボリュームまたはSnapshot整合性グループの最も古いSnapshotイメージでな
いSnapshotイメージは削除できません。

手順

1. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

2. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

3. 削除するSnapshotイメージを選択し、処理を確定します。

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択した場合は、削除する各メンバーボリュームを選択
し、処理を確定します。

4. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• ストレージアレイからSnapshotイメージを削除します。

• SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループ内で再利用できるようにリザーブ容量が解放されま
す。

• 削除したSnapshotイメージに関連付けられていたSnapshotボリュームがすべて無効化されます。

• Snapshot整合性グループから削除すると、削除されたSnapshotイメージに関連付けられているメンバー
ボリュームが停止状態になります。
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